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論文の内容の要旨
　この論文ではシュレディンガー型方程式に対する初期値問題を考察している。シュレディンガー型方程式
の解は一般には，時聞に関して高々有限次のオーダーでしか減衰しないことはよく知られているが，檀氏は
初期値をうまく選ぶことで，時問に関して指数的に減衰する解を発見した。この解は時問に関しては指数的
に減衰するが，一方空問変数に関しては指数的に増大する性質がある。ところがシュレディンガー型方程式
の解が空問変数に関しては指数的に増大する関数空問の中で一意的に決まるかどうか知られておらず，彼の
発見した解が初期値に対して一意的に決まるかどうか判定出来なかった。著者はこの論文で，シュレディン
ガー型方程式に対する初期値問題の解が，空問変数に関しては指数的に増大する関数空問の中で一意的に
決まることを証明した。証明方法は，まず未知関数を変換して，方程式をソボレフ空問の中での一意性の問
題に帰着する。ところが変換されたシュレディンガー型方程式は低階項が邪魔をしてソボレフ空聞の申でエ
ネルギー評価が出来ないので，ホルムグレンの方法を用いて，共役方程式に対する初期値問題の正則関数空
問での可解性を示すことによって変換されたシュレディンガー型方程式のソボレフ空問の中での一意性を示
し，さらに元のシュレディンガー型方程式に対する初期値問題の空間変数に関しては指数的に増大する関数
空問の中で一意的に決まることを証明した。
審査の結果の要旨
　この論文において，著者はシュレディンガー型方程式に対する初期値問題の時問に関して指数的に減衰す
る解を発見し，さらにシュレディンガー型方程式に対する初期値問題の空間変数に関しては指数的に増大す
る関数空問の申で一意的に決まることを証明した。特に変数係数のシュレディンガー方程式を取り扱う場合
に，対応するハミルトン流がノントラッピング，すなわち空問内で有界領域に留まらないという大域的な性
質が本質的に必要になるが，この性質を解析するのは大変難しい。著者はこの困難を克服して，シュレディ
ンガー型方程式の共役方程式に対する初期値間題の正則関数空問での可解性を示すことに成功した。この論
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文の結果は，ここで用いられた方法と共に新しいものであり，高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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